
参考資料 
○概ね5年で実施する取組　　赤文字：変更箇所

実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況

＜吉野川＞
・脇町第一箇所の堤防整備
・加茂第二箇所の堤防整備

⑳

・脇町第一箇所の
  堤防整備
・加茂第二箇所の
 堤防整備

平成28年度
完成
引き続き実
施

脇町第一箇所の堤防整
備完了。
【平成29年2月完了】

加茂第二箇所は施工
中。

＜県管理区間＞

⑳

・計画的に事業を実施。 引き続き実
施

・計画的に事業を実施。

・避難行動に必要な水位情報
　やCCTVカメラの映像提供

④

・県管理河川において
危機管理型水位計を整
備。

・県管理河川において
河川監視カメラを整備。

平成30年度
～

令和2年度
～

危機管理型水位計9箇
所設置。
【令和元年6月】

河川監視カメラ1箇所設
置。
【令和3年3月】

・事務所ウェブサイトで
は6箇所、川の防災情報
では3箇所の映像を提
供中。今後、映像提供
箇所数を増加。

平成28年度
～

川の防災情報で映像提
供箇所追加。
【平成28年9月完了】
危機管理型水位計6箇
所設置。
【平成31年3月】
簡易カメラ６箇所設置
【令和３年３月】

・防災拠点の整備

⑳

・水防資機材の備蓄お
よび水防団詰所等を目
的とする防災拠点の整
備を実施。

平成29年度
～

・河川防災ステーション
整備計画承認式の実
施。
【平成29年5月実施】

・道の駅みまの里を整
備し、非常用電源装置、
耐震性貯水槽等を整備
【平成30年6月開駅】

・水害時等の水防活動、
水防資機材の備蓄等が
可能な防災拠点の整備
を実施。

平成28年度
～

水害時等の水防活動、
水防資機材の備蓄等が
可能な防災拠点の整備
を実施。

・水害時等の水防活動、
水防資機材の備蓄等が
可能な防災拠点の整備
を実施。

平成29年度
～

河川防災ステーション整
備計画承認式の実施。
【平成29年5月実施】
整地・舗装・ヘリポート
施工完了。
【平成30年12月完了】
完成・運用【令和２年
度】

・隣接市町における避難場所
 の共有

⑤

・近隣市町との広域避
難に関する調整、避難
経路の検討。

平成28年度
～検討

 未実施
検討を継続する。

・近隣市町との広域避
難に関する調整、避難
経路の検討。

平成29年度
～

検討を継続する。 ・近隣市町との広域避
難に関する調整、避難
経路の検討。

平成30年度
～

今後、西部圏域２市２町
による広域避難の調整
や、訓練を通じて避難
経路の検討を行う。

・近隣市町との広域避
難に関する調整、避難
経路の検討。

平成29年度
～

検討を継続する。

・洪水リスクに関する住民意識
  調査の実施・公表

①

・国と共同して洪水リス
クに関する住民意識調
査を実施する。

平成29年度
～

アンケート内容の検討。
【平成29年6月実施】

アンケート調査票配布。
【平成29年7月実施】

調査結果のとりまとめ完
了。
【平成29年11月】

対応策案の策定完了。
【平成30年1月完了】

調査結果の公表（記者
発表）、各市町の対応策
案を共有。
【平成30年2月】

・国と共同して洪水リス
クに関する住民意識調
査を実施する。

平成29年度
～

アンケート内容の検討。
【平成29年6月実施】

アンケート調査票配布。
【平成29年7月実施】

調査結果のとりまとめ完
了。
【平成29年11月】

対応策案の策定完了。
【平成30年1月完了】

調査結果の公表（記者
発表）、各市町の対応策
案を共有。
【平成30年2月】

・国と共同して洪水リス
クに関する住民意識調
査を実施する。

平成29年度
～

アンケート内容の検討。
【平成29年6月実施】

アンケート調査票配布。
【平成29年7月実施】

調査結果のとりまとめ完
了。
【平成29年11月】

対応策案の策定完了。
【平成30年1月完了】

調査結果の公表（記者
発表）、各市町の対応策
案を共有。
【平成30年2月】

・国と共同して洪水リス
クに関する住民意識調
査を実施する。

平成29年度
～

アンケート内容の検討。
【平成29年6月実施】

アンケート調査票配布。
【平成29年7月実施】

調査結果のとりまとめ完
了。
【平成29年11月】

対応策案の策定完了。
【平成30年1月完了】

調査結果の公表（記者
発表）、各市町の対応策
案を共有。
【平成30年2月】

・洪水リスクに関する住
民意識調査を実施し、
調査結果の公表と共に
今後の実施施策の参考
とする。

平成29年度
～

アンケート調査票・補足
資料等を作成。
【平成29年6月完了】

アンケート調査票配布。
【平成29年7月実施】

調査結果のとりまとめ完
了。
【平成29年11月】

対応策案の策定完了。
【平成30年1月完了】

調査結果の公表（記者
発表）、各市町の対応策
案を共有。
【平成30年2月】

■情報伝達、避難計画等に関する事項

作成したタイムラインに
より試行中。

・洪水時における河川管理者か
  らの情報提供等の内容及びタ
イミングやそれらを踏まえた避
難勧告等発令の対象区域・判
断基準等の設定
（タイムラインの改良）

出水期に備えて内容の
見直しを検討。
【～令和2年12月】

本市危機管理指針の改
定（令和3年1月）によ
り、災害対処体制に変
更が生じたため、タイム
ラインを改定する予定。

・想定最大規模降雨に
対応したタイムラインの
作成を実施。

平成28年度
～

四国地方整備局つるぎ町 国土地理院東みよし町
事項 内容

課題の
対応

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

2）ソフト対策の主な取組　①危機意識の高揚に向けた啓発活動、情報発信の強化を実施（｢知る｣ための取組）

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

1）ハード対策の主な取組

項目

③④

・音声告知放送やテレビ
のデータ放送で取得で
きる情報を再確認し、住
民自らが情報を入手す
るよう啓発する。

・住民等へ適切かつ確実に情
　報伝達する体制や方法の改
　善

②⑦⑫

気象庁水資源機構徳島県三好市美馬市

・現在作成しているタイ
ムラインで運用予定。出
水規模に応じて内容の
ブラッシュアップを実施。

平成28年度
～

・現在作成しているタイ
ムラインで運用予定。出
水規模に応じて内容の
ブラッシュアップを実施。

平成29年度
～

作成したタイムラインに
より試行中。

・現在作成しているタイ
ムラインで運用予定。出
水規模に応じて内容の
ブラッシュアップを実施。

平成31年度
～

作成したタイムラインに
より試行中。

・吉野川水系の県管理
河川でのタイムラインを
作成する市町を支援。

平成28年度
～

吉野川水系の県管理河
川でのタイムラインを作
成する市町を支援。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】
R1.12.25 貞光川・公表

・関係機関がダムから
の情報提供に対して、ど
のようなニーズを持って
いるか把握する必要が
ある。

・ダム放流に関する情報
提供内容の充実。

平成28年度
～

平成31年度
～

ダム操作等について三
好市長に説明。
【平成28年12月実施】

ダム操作等について阿
波市長に説明。
【平成28年12月実施】

ダム操作等についてつ
るぎ町職員に説明。
【平成29年7月実施】

ダム操作等について三
好市・東みよし町・美馬
市に出前講座実施の申
し入れ。
【平成29年11月実施】

防災操作について、三
好市長、東みよし町長、
つるぎ町長、美馬市長
に説明。
【平成30年6月実施】

警報設備の改良、緊急
効果音の追加。住民説
明会の実施
【令和元年】

・浸水雨量指数の大雨
警報（浸水害）の発表基
準への導入、 及び、メッ
シュ情報の提供開始。

・ 精緻化した流域雨量
指数の洪水警報の発表
基準への導入、 及び、
メッシュ情報の提供開
始。

・降水短時間予想の15
時間先までの予測の提
供。

・「洪水警報の危険度分
布」に洪水浸水想定区
域の重ね合わせ表示開
始。

・本川の増水に起因す
る内水氾濫の表示改善

平成29年度
出水期～

令和元年度
～

令和2年度

第３回協議会において、
浸水雨量指数の大雨警
報（浸水害）の発表基準
について市町村へ説
明。
【平成29年5月実施】

第３回協議会において、
精緻化した流域雨量指
数の洪水警報の発表基
準について市町村へ説
明。
【平成29年5月実施】

平成29年7月7日より気
象庁ウェブサイトにおい
て一般に提供開始。

・降水短時間予想の15
時間先までの予測の提
供開始。
【平成30年6月20日提供
開始】

・「洪水警報の危険度分
布」に洪水浸水想定区
域の重ね合わせ表示開
始。【令和元年度】

・洪水警報の危険度分
布において本川流路に
ハッチ表示

・作成したタイムライン
について試行、検証し精
度向上の支援を行う。

・ダム放流に関する情報
提供内容の充実

平成28年度
～

平成30年度
～

作成したタイムラインに
ついて試行、検証し精
度向上の支援を行う。

(ダム統管)
・池田ダム放流に関する
情報提供について県内
報道各社との意見交換
会を実施。
【平成31年2月実施】

洪水予報文をわかりや
すい文案に改良。
【平成28年5月完了】

プッシュ型配信について
広報誌原稿（案）を作成
し、広報誌での周知を
各市町に依頼。
【平成29年2月実施】
【平成30年4月実施（配
信訓練も含む】

平成29年5月1日より
プッシュ型の洪水予報
等の情報配信開始。
【平成29年5月実施】

(徳島・ダム統管)
・事務所ツイッターアカ
ウントを登録し、運用開
始
【平成31年4月】
【令和２年度】

徳島地域メディア連携
懇談会の実施。
【令和元年10月第1回開
催】
【令和元年11月勉強会
開催】
【令和元年12月現場見
学会開催】

平成28年度

平成28年度
～

平成31年度
～

令和元年度
～

・洪水予報文をわかりや
すい文案に改良。

・プッシュ型の洪水予報
等の情報配信。

・ダム放流等の情報提
供の充実

行政とメディアの連携関
係を構築し様々な意見
交換を行う場として、
「徳島地域メディア連携
懇談会」の開催

洪水予報文をわかりや
すい文案に改良。
【平成28年5月完了】

第３回協議会において、
ウェブサイトで公開され
る「危険度で色分けした
時系列」及び「警報級の
可能性」の市町村への
説明。
【平成29年5月実施】

平成29年5月17日より気
象庁ウェブサイトにおい
て一般に提供開始。

令和元年度より「危険度
分布」の通知サービス
開始及び防災情報専用
のツイッター開設。

「危険度分布」の通知
サービス開始。【令和元
年７月】

・防災情報専用のツイッ
ター開設。【令和元年１
０月】

平成28年度

平成29年度
出水期～

令和元年度
～

・洪水予報文をわかりや
すい文案に改良。

・気象庁ウェブサイトで
「危険度で色分けした時
系列」及び「警報級の可
能性」の運用開始。

・「危険度分布」の通知
サービス開始。

・防災情報専用のツイッ
ター開設。

令和2年度
～

・広報誌を活用し、国・
県・町等が発信している
情報等を住民自らが情
報を入手するよう啓発
する。

平成28年度・広報誌を活用し、国・
県・市等が発信している
情報等を住民自らが情
報を入手するよう啓発
する。

土砂災害防止月間（6
月）に注意喚起や情報
入手等、啓発文掲載。
【平成28年6月実施】
【以後、毎年市報6月号
に掲載を実施】

国交省が運用する「緊
急速報メールを活用し
た洪水情報の配信につ
いて、広報誌４月号に掲
載。
【平成29年4月実施】

引き続き実
施

令和元年度
～

・水位周知河川等では、
徳島県県土防災情報シ
ステムで水位を公開す
るとともに、穴吹川では
警報システムによる情
報提供有。

水防情報伝達システム
の改修

国交省が運用する「緊
急速報メールを活用し
た洪水情報の配信につ
いて、広報誌に掲載。
【平成29年5月実施】
【平成30年6月実施（配
信訓練実施も含む）】

平成29年度・住民自らが情報を入手
するよう啓発する。

音声告知放送やCATV
の文字放送で避難情報
等を周知。
【～平成28年12月】

国交省が運用する「緊
急速報メール」を活用し
た洪水情報の配信につ
いて、広報誌４月号に掲
載。
【平成29年4月実施】

自主防災組織訓練等に
おいて、インターネットに
よる情報等の収集を啓
発。
【令和2年～】

損害保険会社との協定
により、スマホアプリ等
の利活用による情報発
信を実施
【令和2年11月】

インターネット事業者と
の協定により、携帯アプ
リを活用した情報発信を
実施
【令和3年1月】

平成28年度
～

ダム操作等について三
好市長に説明。
【平成28年12月実施】

ダム操作等について阿
波市長に説明。
【平成28年12月実施】

ダム操作等についてつ
るぎ町職員に説明。
【平成29年7月実施】

ダム操作等について三
好市・東みよし町・美馬
市に出前講座実施の申
し入れ。
【平成29年11月実施】

ダム放流に係るサイレ
ン音達範囲の再確認実
施。
【平成28年12月より実
施】

平成28年度
～

令和元年度
～

令和元年度
～

・ホットラインの拡充。河
川利用者に対する警報
方法の改善。

・緊急のダム操作(計画
規模(11，100m3/s)を超
える流下時の操作)の緊
急効果音の追加。

・HPにリアルタイム情報
を掲示や、SNS等を活
用し情報を発信してい
る。

水位周知河川等では、
徳島県県土防災情報シ
ステムで水位を公開す
るとともに、穴吹川では
警報システムによる情
報提供有。

新システムに再構築し、
新設したウェブサイト｢徳
島県水防情報｣で公開。
【令和元年6月】

徳島河川国道事務所の
水防災意識社会再構築
ビジョンのウェブサイト
にリンク完了。
【平成28年9月実施】

国交省が運用する「緊
急速報メールを活用し
た洪水情報の配信につ
いて、広報誌５月号に掲
載。
【平成29年5月実施】

「吉野川水系吉野川洪
水浸水想定区域」を町
ホームページに掲載。
【平成29年7月実施】

携帯電話による「エリア
メール」の活用につい
て、変更・更新。
【平成29年7月実施】

防災ハザードマップに啓
発情報として、災害情報
の入手方法を掲載。全
戸配布予定。
【令和3年3月実施予定】
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参考資料 
○概ね5年で実施する取組　　赤文字：変更箇所

実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況

四国地方整備局つるぎ町 国土地理院東みよし町
事項 内容

課題の
対応

項目
気象庁水資源機構徳島県三好市美馬市

・想定最大規模降雨に伴う洪水
　に係る浸水想定区域の指定と
　周知

①

・今後、吉野川水系での
県管理の水位周知河川
において、順次、作成
し、公表する。

平成28年度
～

今後、吉野川水系での
県管理の水位周知河川
において、順次、作成。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】
R1.8.27 貞光川・公表

・想定最大規模降雨に
おける浸水想定図を作
成する。
※完成後、公表予定。

令和元年度
～

・浸水想定図を作成し、
公表済。【令和2年5月
公表】

・想定最大規模降雨に
伴う洪水における浸水
想定区域を指定、周知
済。

・浸水想定パンフレット
を作成し、住民への周
知を実施。

平成28年度

平成28年度
～

想定最大規模降雨に伴
う洪水における浸水想
定区域を指定、周知済。
【平成28年6月完了】

浸水想定パンフレットの
原稿作成完了。
【平成29年1月実施】

浸水想定パンフレットを
事務所ウェブサイトで公
表。
【平成29年2月完了】

・ハザードマップの改良と周知

⑤

・想定最大規模降雨に
おける洪水を対象に、
ハザードマップを作成。

平成28年度 想定最大規模降雨にお
ける洪水を対象としたハ
ザードマップ作成、全戸
配布、ウェブサイト更新
完了。
【平成29年3月完了】

・想定最大規模降雨や
計画規模降雨における
洪水を対象に、広域避
難計画も反映した洪水
ハザードマップを作成。

平成30年度 平成31年3月末ハザー
ドマップ作成完了。
平成31年4月に全戸配
布。

・想定最大規模降雨に
おける浸水を対象にハ
ザードマップを改訂し、
町民に配布。また、町
ウェブサイトにも掲載
し、情報提供に努める。

令和2年度 令和3年3月末ハザード
マップ作製完了。
令和3年3月に全戸配布
予定。

・新たな基準による洪水
ハザードマップの作成。

平成28年度
～平成29年
度

平成30年3月に完成・公
表、ウェブサイト更新。

平成30年4月に全戸配
布。

ハザードマップポータル
サイトを公開

引き続き実
施

公開済み

・まるごとまちごとハザードマッ
　プの整備と周知

⑧

・公共施設や電柱を中
心に水害の浸水実績看
板(表示）を設置を検
討。

平成28年度
～検討

昭和51年災害時の穴吹
川浸水実績看板を設
置。
【～平成28年12月完了】

・電柱を中心に広域避
難所誘導看板(表示）を
設置。

平成25年度 平成25年度完了。 ・浸水想定区域につい
ても、ハザードマップに
掲載する。

令和2年度 令和3年3月末ハザード
マップ作製完了。
令和3年3月に全戸配布
予定。

・公共施設や電柱を中
心に水害の浸水実績看
板(表示）を設置を検
討。

平成29年度
～

検討を継続する。

・市町長も参加した出水時対応
　を確認するセミナー及び洪水
　リスクが高い区間についての
　共同点検

②⑪

・国が実施するトップセ
ミナー及び共同点検の
参加。

平成28年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

高松市で開催された四
国防災ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰに市長
が参加。
【平成29年1月実施】

・河川国道事務所が実
施する重要水防箇所等
の共同点検に参加して
いく。

平成28年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・河川国道事務所が実
施する重要水防箇所等
の共同点検に参加して
いく。

平成29年度
～

青石橋周辺等で徳島河
川国道事務所や県・消
防署等の関係機関と共
同点検を実施。
【平成28年6月実施】

貞光川長橋周辺等で
県・消防署等の関係機
関と共同点検を実施。
【平成28年7月実施】

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・国が実施するトップセ
ミナー及び共同点検の
参加。

平成28年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

高松市で開催された四
国防災ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰに町長
が参加。
【平成29年1月実施】

・国のトップセミナーにお
いて情報共有。
毎年、関係者で重要水
防点検を実施。

引き続き実
施

国のトップセミナーにお
いて情報共有。毎年、関
係者で重要水防点検を
実施。
【平成28年7月実施】

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・毎年、首長以下関係者
で、避難を促す緊急行
動のトップセミナーの開
催及び重要水防箇所の
共同点検の実施。

平成29年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・情報ソフトインフラも活用した
　避難訓練等の実施

⑨

・既存の避難訓練等に
情報関係インフラを活用
する方策を検討。

平成28年度
～検討

既存の避難訓練等に情
報関係インフラを活用す
る方策を今後検討す
る。

音声告知放送からの合
図による「美馬市シェイ
クアウト」訓練を実施。
【令和2年11月実施】

・既存の避難訓練等に
情報関係インフラを活用
する方策を検討。

平成29年度
～

検討を継続する。 ・既存の避難訓練等に
情報関係インフラを活用
する方策を検討。

平成30年度 検討を継続する。 ・既存の避難訓練等に
情報関係インフラを活用
する方策を検討。

平成30年度
～

検討を継続する。 ・徳島県豪雨災害時避
難行動促進指針を作成
するとともに、計画規模
の洪水浸水想定区域図
等を提供し、市町の訓
練を支援。

平成28年度
～

徳島県豪雨災害時避難
行動促進指針を作成す
るとともに、計画規模の
洪水浸水想定区域図等
を提供し、市町の訓練を
支援。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】

・浸水ナビ、ハザード
マップポータルサイトの
啓発活動の実施。広報
誌への掲載依頼。

平成28年度
～

市町の広報誌を活用
し、浸水ナビやハザード
マップポータルサイトの
周知を行うための原稿
を作成。
【平成28年9月完了】

浸水ナビ登録
【令和２年度】

■平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

2）ソフト対策の主な取組　①危機意識の高揚に向けた啓発活動、情報発信の強化を実施（｢知る｣ための取組）

・小中学校における水災害教育

⑥

・小中学校に対して水防
技術講習会の実施を検
討。

・防災教育の支援を実
施するモデル小学校を
教育機関と連携して決
定し、指導計画の作成
支援を行う。

・防災教育のモデル校
で作成した指導計画を
全ての小学校に共有す
る。

平成28年度
～検討

平成29年度
～

平成30年度

・小中学校に対して水防
技術講習会の実施。

・防災教育のモデル校
で作成した指導計画を
全ての小学校に共有す
る。

・出前講座やイベントに
おいて大雨や洪水に関
する災害の普及啓発を
実施。ウェブサイトにお
いて広報ビデオ映像も
掲載。

引き続き実
施

・市町の要請により、洪
水被害の歴史や身を守
るための手段、国の対
策等について授業の一
環として実施。

・防災教育の支援を実
施するモデル小学校を
教育機関と連携して決
定し、指導計画の作成
支援を行う。

平成28年度
～

・小中学校に対してハ
ザードマップを用いた水
災害教育を実施。

・防災教育のモデル校
で作成した指導計画を
全ての小学校に共有す
る。

令和2年度
～

平成30年度

・小中学校に対してハ
ザードマップを用いた水
災害教育を実施。

・防災教育のモデル校
で作成した指導計画を
全ての小学校に共有す
る。

平成30年度
～

平成30年度

・出前講座を実施。（依
頼により実施）
<地元の寄り合い、各種
団体の研修会>

平成28年度
～

平成29年度
～

美馬市の拝東自主防災
会からの要請により、浸
水想定範囲等について
の講習会を実施。
【平成29年8月実施】

貞光中学校にて吉野川
流域講座を実施。
【平成30年2月】

防災教育の支援を実施
するモデル小学校を教
育関係者（美馬市）と連
携して決定し、教育関係
者と授業内容の協議を
開始。
【平成29年9月実施】

板書計画（案）を作成
し、美馬小学校教師と
授業の進め方等につい
て打合せを実施。
【平成29年11月実施】
【平成30年5月実施】

作成した指導計画等を
徳島県教育委員会へ情
報提供。（全県小学校
166校分のＤＶＤを提供）
また、四国地方整備局
Ｗｅｂサイトに掲載。
【平成31年3月実施】

教材に使用する資料
（地図など）の提供

引き続き実
施

資料提供について会等
を通じて周知済

・指導計画を周知し、水
防災教育を実施

出前講座を実施。（依頼
により実施）<地元の寄
り合い、各種団体の研
修会>
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

「徳島県水防の日」学習
会の実施
H30.6.4 美馬市立穴吹
小学校
R1.6.14 つるぎ町立貞光
小学校
R1.6.18 美馬市立三島
小学校

西部防災館において小
中学生を対象とした防
災啓発イベント
「まなぼう祭」を実施
令和元年度　10月3日
　（プレイベント（座学）7
月29日）
令和２年度　10月22,23
日

引き続き実
施

半田中学校において、
町内の危険箇所を調査
しハザードマップの作成
を実施。
【平成28年4～11月】

貞光中学校にて吉野川
流域講座を実施。
【平成30年2月】

貞光中学校、半田中学
校において、防災出前
講座を実施
【令和2年6月、10月】

貞光中学校防災訓練に
おいて、「ハザードマッ
プの作り方講習」を実施
【令和2年11月】

半田中学校防災訓練に
おいて、「ロープワーク
訓練」を実施
【令和2年11月】

小中学校からの出前講
座依頼なし。要請があ
れば講師派遣。
ウェブサイトにおいて広
報ビデオ映像を掲載。
【～平成28年12月】

鳴門教育大学附属中学
校職場体験学習実施。
【平成30年6月28日～30
日実施】

不動中学校にてワーク
ショップを実施。
【平成30年10月12日実
施】

各小中学校での防災訓
練等に危機管理課より
参加したが、水防に関し
ての技術講習会につい
ては未実施。
【～平成28年12月】

三好市学校防災ネット
ワーク会議等を活用し、
教職員らと防災に関す
る勉強会や講演会を通
して防災意識の向上や
技術の向上をはかる。
水防のみに関する技術
講習会については今後
実施を予定する。
【三好市学校防災ネット
ワーク会議は平成28年
度～令和元年度実施】
【令和2年度は中止】

脇町中学校で実施した
美馬市民地域防災訓練
においてロープワークを
実施。
【平成28年10月実施】

防災教育の支援を実施
するモデル小学校を教
育関係者と連携して決
定。国と教育関係者で
授業内容の協議を開
始。
【平成29年9月実施】
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実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況

四国地方整備局つるぎ町 国土地理院東みよし町
事項 内容

課題の
対応

項目
気象庁水資源機構徳島県三好市美馬市

・水防指導者の育成

⑬

・水防技術講習会等を
活用し、水防技術の習
得を推進。

平成28年度
～推進

脇町中学校で実施した
美馬市民地域防災訓練
においてロープワークを
実施。
【平成28年10月実施】

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

水防工法技術訓練に消
防職員が参加
【令和元年6月実施】

・水防技術講習会等を
活用し、水防技術の習
得を検討。

平成28年度
～

三好市総合防災訓練で
水防訓練を実施
【平成28年6月実施】

三好市箸蔵西洲津地区
自主防災会を対象に
ロープワーク講習会を
実施。
【平成28年11月実施】

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

はくあい防災フェスタに
おいて、地域住民や防
災関係者と一体となって
防災意識の高揚、防災
知識の普及・啓発を図っ
た

・水防技術講習会等を
活用し、水防技術の習
得を検討。

平成31年度
～

流域講座において、町
職員が土のう作り、ロー
プワーク等の水防技術
の習得を実施。
【平成29年5月実施】
【平成30年6月実施】

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

水資源機構による池田
ダムの役割等の研修会
を開催し、町職員及び
関係者が107名参加。
【平成29年7月実施】

町職員による土のう作
成訓練を実施
【令和2年 月実施】

・水防技術講習会等を
活用し、水防技術の習
得を実施。

平成29年度
～

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

・国と連携して水防指導
者の育成を支援。

平成29年度
～

出前講座を実施。（依頼
により実施）<地元の寄
り合い、各種団体の研
修会>
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

・ハンドブックを作成し、
講習会や実践的な訓練
を開催し水防指導者の
育成を支援。

平成28年度
～平成29年
度出水期ま
で

・重要水防箇所の見直し

①

・徳島県水防計画に掲
載し、徳島県防災会議
水防部会で確認。
重要水防箇所の精査・
見直し。

引き続き実
施

徳島県水防計画に掲載
し、徳島県防災会議水
防部会で確認。重要水
防箇所の精査・見直し。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

・重要水防箇所の精査・
見直しを実施し、設定理
由等を含めて周知を実
施。

継続して実
施

重要水防箇所の精査・
見直し、ウェブサイトで
公表。
【平成29年5月完了】
【平成30年4月完了】
【令和元年5月完了】
【令和2年7月完了】

・住民や水防団との共同点
検

⑭

・水防連絡会等への消
防団・道路管理担当職
員･危機管理担当職員・
消防署等の参加。

平成29年度
～

平成29年5月開催の水
防連絡会に参加。
【平成29年5月実施】

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・洪水リスクの高い区間
について住民や水防団
との共同点検を実施。

平成29年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・洪水リスクの高い区間
について、住民や水防
団との共同点検の実施
を検討。

平成30年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・洪水リスクの高い区間
について住民や水防団
との共同点検を実施。

平成31年度 重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成28年6月実施】
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・重要水防箇所等の共
同点検を実施。

引き続き実
施

重要水防箇所等の共同
点検を実施。
【平成28年7月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

・重要水防箇所等の共
同点検を実施。

平成29年度
～

重要水防箇所の共同点
検実施。
【平成29年6月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年5月（座学）】
【令和2年7月コロナによ
り資料配布】

適宜実施

・水防資機材の整備

⑮

・計画的に土のう等を備
蓄。

平成28年度
～

計画的に土のうを備蓄。
【～平成28年12月】

出水期前に備えて土の
うを作成。
【平成30年5月】
【平成31年5月】
【令和2年5月】

・開口部等に土のうを備
蓄。

平成28年度
～

防災倉庫や消防団詰
所、各総合支所に土の
うを備蓄。
【～平成28年12月】

旧町村単位において砂
の備蓄場所等検討。
【～平成29年3月】

出水期に備えて土のう
の作成。
【平成29年12月】

・本庁や支所等に土のう
や資機材等を備蓄。

平成29年度 職員約40名により土の
う750体を作成し、本庁・
支所へ備蓄済み。
【平成28年5月実施】
【平成29年5月実施】
【平成30年6月実施】
【令和元年6月実施】
【令和2年7月実施】

・本庁や支所等に土のう
や資機材等を備蓄。

平成30年度
～

職員約20名により土の
う400体を作成し、本庁・
支所へ備蓄済み。
【平成30年6月実施】

・各庁舎の水防倉庫に
保管。

引き続き実
施

各庁舎の水防倉庫に保
管。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

・貯水池内ヤードやダム
管理所に資機材(土の
う・ブルーシートなど)を
備蓄。

引き続き実
施

適宜実施 ・計画的な資機材の補
充。
関係市町との保有資機
材の情報共有。

平成28年度
～

防災業務計画書で保有
資材を更新済み。資機
材を補充を実施。
【令和２年度】

・水防訓練の充実

⑭⑯

・実働型訓練の実施を
検討。

平成28年度
～検討

・自主防災組織等の水
防活動への参画を促
進。

平成28年度
～

・自主防災組織等の水
防活動への参画を促
進。

平成30年度
～

・自主防災組織等の水
防活動への参画を促
進。
・要配慮者施設や自主
防災組織等の自主的な
水防訓練を促進。

平成30年度
～

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

・国と連携して訓練を実
施。

平成29年度
～

平成29年5月吉野川・那
賀川合同総合水防演習
を国と連携して実施。
【平成29年5月実施】

指定河川官署間演習
【平成30年4月19日実
施】
【令和2年4月実施】

・水防技術講習会に必
要な材料の準備、講師
の派遣。

平成28年度
～

引き続き実
施

引き続き実
施

・現状のダム操作に関
する情報共有を図るた
め、防災操作説明会を
実施。

・ダム操作に関する理解
を図るため、住民説明
会を実施。

・出前講座やイベントに
おいて大雨や洪水に関
する災害の普及啓発を
実施。ウェブサイトにお
いては広報ビデオ映像
も掲載。

・三好市防災ハザード
マップ総合版を市内全
戸配布するとともにウェ
ブサイトに掲載し周知を
する。

三好市総合防災訓練で
水防訓練を実施
【平成28年6月実施】

三好市箸蔵西洲津地区
自主防災会を対象に
ロープワーク講習会を
実施。
【平成28年11月実施】

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

自主防災組織や浸水想
定区域内にある民間事
業所等において、訓練
などを通じて防災意識
の高揚、防災知識の普
及・啓発を図った。
【平成29年11月実施】

半田中学校と自主防災
会が共同で、ロープ
ワーク等の防災訓練を
実施。
【平成28年11月実施】
消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】
半田中学校と自主防災
会が共同で、ロープ
ワーク等の防災訓練を
実施。
【平成29年11月実施】
【平成30年11月実施】
貞光中学校と自主防災
会等が共同で、ロープ
ワーク等の防災訓練を
実施。
【平成29年12月実施】
【平成30年10月実施】
半田中学校でロープ
ワーク等の防災訓練を
実施
【令和2年11月】

脇町中学校で実施した
美馬市民地域防災訓練
においてロープワークを
実施。
【平成28年10月実施】

消防学校で行われた水
防工法技術講習会に、
新たに採用された消防
職員が参加。
【平成29年6月実施】

自主防災組織を中心と
した避難所開設・運営
訓練、市職員と関係団
体による災害対策本部
の図上訓練の実施。
【令和元年11月】

平成28年度
～

・広報誌を活用し、ハ
ザードマップポータルサ
イトや浸水ナビの周知を
行う。

想定最大規模降雨に伴
う洪水における浸水想
定区域を指定し、ウェブ
サイトで公表。
【平成28年6月完了】

重要水防箇所の精査・
見直し、ウェブサイトで
公表。
【平成29年5月完了】
【平成30年4月完了】

吉野川や県内の河川で
これまでに発生した災
害等を紹介し、今後の
防災活動に役立てても
らうため、防災に関する
パネル展を開催。
【平成29年5月・6月実
施】
【平成30年5月・6月実
施】

東みよし町防災フェス
ティバルにおいて、東み
よし町自主防災組織及
び消防団関係者を対象
に、ハザードマップの活
用方法等についての講
演を実施。
【平成30年3月実施】

平成28年度
～

・浸水想定区域や重要
水防箇所資料をウェブ
サイトで公表を実施。

引き続き実
施

2）ソフト対策の主な取組　②避難時間確保のための情報発信手法の確立と水防活動の強化を実施（｢逃げる｣ための取組）

・水防計画、重要水防箇
所及び平成26年台風の
浸水痕跡マップをウェブ
サイトで公表を実施。

引き続き実
施

・洪水ハザードマップを
町ウェブサイトに掲載し
て周知している。

平成30年3月に作成した
ハザードマップを町ウェ
ブサイトに掲載・周知を
行なっている。

重要水防箇所資料を水
防計画に記載し、ウェブ
サイトで公表を実施。
【平成28年7月実施】
【平成29年9月実施】
【平成30年11月実施】
【令和元年9月実施】
【令和2年9月実施】

「徳島県水防の日」パネ
ル展の実施。
【平成30年6月実施】
【令和元年6月実施】

水防の日関連WEBギャ
ラリーの創設。
【令和2年6月創設】

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

水防技術講習会に必要
な材料の準備について
対応。
【～平成29年4月実施】

消防団・水防団・自主防
災会組織等を対象に
ロープワーク講習会等
を実施。
【美馬市：平成28年10
月】
【三好市：平成28年11
月】
【つるぎ町：平成29年5
月】
【消防学校：平成29年6
月】
【三好市（はくあい防災
フェスタ：平成29年11
月】
【つるぎ町：平成29年12
月】
【つるぎ町：平成30年6
月】
【消防学校：平成30年6
月】

平成31年3月末ハザー
ドマップ作成完了。
平成31年4月に全戸配
布。

令和2年度
～

・洪水ハザードマップを
町ウェブサイトに掲載し
て周知を図る。

平成31年度
～

引き続き実
施

⑥⑫

・水防に関する広報の充実 出前講座実施。
【平成29年1月1回実施】
【平成29年2月3回実施】
【平成29年6月7回実施】
【平成29年7月3回実施】
【平成29年8月4回実施】
【平成29年10月3回実
施】
【平成29年11月5回実
施】
【平成29年12月1回実
施】
【平成30年2月1回実施】

5月21日阿南市警察署
出前講座
6月7日徳島市市役所
出前講座
6月28日板野町自主防
災出前講座

【令和2年度　15回実
施】

ホームページに美馬市
防災の手引きハザード
マップ（浸水被害）を掲
載し、周知を行った。

消防団・水防団・自主防
災会組織等を対象に
ロープワーク講習会等
を実施。
【美馬市：平成28年10
月】
【三好市：平成28年11
月】
【つるぎ町：平成29年5
月】
【消防学校：平成29年6
月】
【三好市（はくあい防災
フェスタ：平成29年11
月】
【つるぎ町：平成29年12
月】
【つるぎ町：平成30年6
月】
【消防学校：平成30年6
月】

ハンドブック作成完了
【平成29年3月完了】

事務所ウェブサイトにお
いて ハンドブックを水

令和3年3月末ハザード
マップ作製完了予定。
令和3年3月に全戸配布
と、町ＷＥＢサイトに掲
載予定。
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参考資料 
○概ね5年で実施する取組　　赤文字：変更箇所

実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況 実施内容 時期 現在までの実施状況

四国地方整備局つるぎ町 国土地理院東みよし町
事項 内容

課題の
対応

項目
気象庁水資源機構徳島県三好市美馬市

・施設の関係者への情報伝
達
　の充実

⑩⑪

・関係者と来庁者を含め
た避難計画の作成を検
討。

・要配慮者利用施設に
おける避難確保計画等
の作成を指導する。

平成28年度
～検討

平成29年度
～

消防計画で対応できる
よう検討。
【～平成29年3月】

対象施設に対し、勧奨
を行い策定を依頼。
策定56施設／対象65施
設
【～令和3年3月】

・要配慮者利用施設に
おける避難確保計画等
の作成を指導する。

平成29年度
～

平成29年10月24日、三
好市内幼稚園、小学
校、中学校を対象に浸
水想定区域内にある要
配慮者利用施設におけ
る避難確保計画の策定
についての勉強会実
施。（三好市学校防災
ネットワーク会議）

浸水想定区域内にある
要配慮者施設の避難確
保計画は概ね作成済み
【令和2年度】

・浸水想定区域にある
大規模工場等へ浸水リ
スクの説明等を実施。

・要配慮者利用施設に
おける避難確保計画等
の作成を指導する。

平成30年度
～

平成29年度
～

浸水想定区域にある大
規模工場等へ浸水リス
クの説明等を実施。
【平成30年6月実施】

・関係者と来庁者を含め
た避難計画の作成を検
討。

・要配慮者利用施設に
おける避難確保計画等
の作成を指導する。

平成29年度
～

平成29年度
～

検討を継続する ・市町への支援を実施。

・水防情報伝達システム
の改修。

実施中

令和元年度
～

市町への支援を実施。

新システムに再構築し、
新設したウェブサイト｢徳
島県水防情報｣で公開。
【令和元年6月】

・洪水時の庁舎等の機能確
保
　のための対策の充実

⑯

・緊急時の行動マニュア
ルを作成し、訓練の実
施を検討。

平成28年度
～検討

消防計画で対応できる
よう検討。
【～平成29年3月】

BCP改定に向けた災害
対策本部訓練を実施。
【令和2年12月実施】

・緊急時の行動マニュア
ルを作成し、訓練を実
施。

平成29年度
～

異動による非常時職員
配備体制などの更新

職員緊急参集訓練の実
施
【平成29年2月実施】

BCPの策定
【平成29年8月策定済】

・本庁舎・分館における
機能確保の対策。
支所・他施設等への本
部機能の移転について
も検討する。

平成31年度
～

本庁舎・分館における
機能確保対策として非
常用電源の確保や、支
所・他施設等への本部
機能の移転について、
検討を継続する。

・緊急時の行動マニュア
ルを作成し、訓練 をの実
施を検討。

平成30年度
～

検討を継続する

・資材搬入、作業等のルート
  確認、確保

⑰

・浸水想定区域を考慮し
た排水資機材の搬入
ルートの検討。

平成28年度
～検討

浸水想定区域を考慮し
た排水資機材の搬入
ルートを今後検討する。

消防団装備品(水防資
機材含む)を整備し、消
防団詰所に配備
【平成29～令和元年度】

・緊急時に納入業者か
らどれくらいの資材搬入
が可能か、備蓄している
数量を確認する。

平成29年度
～

災害時備蓄計画を見直
し、不足分について購
入。（3年計画）
【平成30年3月、H29年
度分購入】
【平成31年3月、H30年
度分購入】

・浸水想定区域を基に
活用できるルートを確認
し、啓開順位や方法の
検討。

平成30年度
～

浸水想定区域を基に活
用できるルートの確認、
啓開順位や方法の検討
を継続する。

・緊急時に納入業者か
らどれくらいの資材搬入
が可能か、備蓄している
数量を確認する。

平成29年度
～

水防計画で確認済 ・資材搬入等のルートの
ハザードマップへの記
載について、市町を支
援。

平成28年度
～

資材搬入等のルートの
ハザードマップへの記
載について、市町を支
援。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

・浸水想定区域を基に
活用できるルートを確認
し、市町の作成を支援。

平成28年度
～

県からの浸水深の問い
合わせについて回答。
【平成28年11月実施】
想定最大規模浸水に対
し、排水計画を検討中
【令和２年度】

・排水施設、排水資機材の運用
  方法の改善

⑱

・排水機場、樋門、排水
路等の情報共有を踏ま
え、管理しているポンプ
の適切な配置計画を検
討。
・吉田谷川排水機場の
設置

・排水ポンプ車の導入

平成28年度
～検討

・排水ポンプ２台配置
済。（うだつアリーナ、市
役所）
【～平成28年12月】

・吉田谷川排水機場を
設置（実施主体はつる
ぎ町）
【令和元年度完成】

・排水ポンプ車の導入・
操作訓練
【令和3年3月導入・訓
練】

・排水機場、樋門、排水
路等の情報共有を踏ま
え、管理しているポンプ
の適切な配置計画を検
討。

平成29年度
～

検討を継続する ・排水機場、樋門、排水
路等の情報共有を踏ま
え、管理している樋門・
ポンプ等の適切な運用
を検討。

平成31年度
～

排水ポンプ・樋門閉操
作等の関係者及び災害
時の担当職員で操作説
明及び実働訓練・点検
を実施。
【平成28年5月実施】

町管理の江ノ脇樋門の
改修を実施し、委託して
いる操作員と点検・操作
を確認。
【平成29年3月実施】
【平成30年3月実施】

・排水機場、樋門、排水
路等の情報共有を踏ま
え、管理しているポンプ
の適切な配置計画を検
討。

平成29年度
～

検討を継続する ・国と連携し、排水施
設、排水資機材の運用
の改善を検討。

平成28年度
～

国と連携し、排水施設、
排水資機材の運用の改
善を検討。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

・堤防決壊時や計画高
水位を越えるような大規
模洪水時における排水
機場の運転方法につい
て、施設管理者間で調
整会議を実施。

平成28年度 運転方法について検討
を継続する

・排水計画の作成及び排水ポン
　プ車運用の効率化を図るため
　の釜場の抽出、整備

⑰

・大規模な浸水の長期
化に対応するため、釜
場の整備を検討。

平成28年度
～検討

 未実施
検討を継続する

・大規模な浸水の長期
化に対応するため、釜
場の抽出を実施。

平成30年度 検討を継続する ・大規模な浸水の長期
化に対応するため、釜
場の抽出を検討する。

平成31年度
～

江ノ脇樋門における釜
場の堆積土砂撤去及び
樋門から吉野川への排
水路の整備を実施。【平
成29年7月実施】

・大規模な浸水の長期
化に対応するため、釜
場の抽出を実施。

平成29年度
～

検討を継続する ・大規模な浸水の長期
化に対応するため、釜
場の抽出を実施。

引き続き実
施

大規模な浸水の長期化
に対応するため、釜場
の抽出を実施。
【～平成29年3月】
【～平成30年3月】
【～平成31年3月】
【～令和2年3月】
【～令和3年3月】

・排水ポンプ車の稼働
がしやすくなるように釜
場の設置や施設整備を
実施。

継続して実
施

排水ポンプ車の出動頻
度が高い箇所には、釜
場の設置などの整備を
対応済み。

・ダムの危機管理型の運用方
　法の検討

⑲

・地域連携窓口（副所
長）の積極的な活用。

・異常洪水の可能性が
ある場合には事前放流
の検討。

・通常操作以上に貯留
量を増やして容量を有
効に活用する特別防災
操作の実施判断ルール
について検討。

平成28年度
～

令和元年度
～

平成31年度
～

関係機関に対し地域連
携窓口開設の周知。
【平成28年5月完了】

早明浦ダム、新宮ダム、
富郷ダムの事前放流実
施要領を策定。【令和2
年6月策定】

早明浦ダムの機能を最
大限活用する洪水調節
方法の導入に向けた検
討を実施。
【平成28年12月実施】

・通常操作以上に貯留
量を増やして容量を有
効に活用する特別防災
操作の実施判断ルール
について検討。

・既存多目的ダム及び
利水ダムの利水容量を
活用し、既存ダムの洪
水調節機能強化を推進
する。

平成28年度
～

令和2年度
～

特別防災操作の実施判
断ルールの銅山川３ダ
ム連携実行フロー（案）
を作成。
【平成28年12月実施】

特別防災操作の実行フ
ローの点検及び検討を
継続（継続実施中）
【～平成29年3月】

■市町庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

2）ソフト対策の主な取組　③排水・施設運用等の現状把握と緊急排水計画（案）の作成等を実施（｢取り戻す｣ための取組）

平成29年度
～

・関係機関と連携した排
水ポンプ車等の訓練を
実施。

平成28年度
～検討

・関係機関と連携した排
水ポンプ車等の訓練の
実施を検討。

・関係機関と連携した排水訓練
  の実施

・関係機関と連携した排
水ポンプ車等の訓練を
実施。

平成29年度
～

関係機関が実施する排
水ポンプ車等の訓練に
参加。
【平成29年5月実施】
【平成30年5月実施】
【令和元年6月実施】

樋門等操作説明会参
加。
【平成29年5月実施】

・排水ポンプ車等による
訓練に参加。

⑱

排水ポンプ・樋門閉操
作等の関係者及び災害
時の担当職員で操作説
明及び実働訓練・点検
を実施。
【平成28年5月実施】
関係機関が実施する排
水ポンプ車等の訓練に
参加。
【平成29年5月実施】
樋門等操作説明会参
加。
【平成29年5月実施】
【平成30年5月実施】
【令和元年5月実施】
太田地域の樋門操作訓
練・点検を実施。【平成
29年6月実施】
馬出地域の樋門操作訓
練・点検を実施。【平成
29年7月実施】
江ノ脇樋門操作訓練・
点検を実施。
【平成29年5月実施】
【平成30年5月実施】
【令和元年5月実施】
【令和2年5月実施】
町内樋門操作訓練・点
検を実施。
【平成30年6月実施】
【令和元年5月実施】

平成28年度
～

・排水ポンプや樋門閉
操作等の定期的な訓練
が必要。

引き続き実
施

排水ポンプ車等による
訓練に参加。
【平成28年5月実施】
【平成29年5月実施】
【平成30年5月実施】
【令和元年6月実施】
【令和2年5月実施】

・県と合同で排水ポンプ
車訓練を実施。その際、
市町にも見学参加依頼
を実施。

継続して実
施

阿波中央橋下流で県と
合同で排水ポンプ車操
作訓練を実施。その際、
市町にも見学参加依頼
を実施。
【平成28年5月実施】
【平成29年5月実施】
【平成30年5月実施】
【令和元年6月実施】

樋門等操作説明会参
加。
【平成29年5月実施】

関係機関が実施する排
水ポンプ車等の訓練に
参加。
【平成29年5月実施】
【令和元年6月実施】

関係機関が実施する訓
練に参加。
【～平成29年3月】

関係機関が実施する排
水ポンプ車等の訓練に
参加。
【平成29年5月実施】
【平成30年5月実施】
【令和元年6月実施】

樋門等操作説明会参
加。
【平成29年5月実施】

排水ポンプ車を活用し
た操作訓練を実施
【令和3年3月26日】
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